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地
形
不
思
議
な
る
腕
な
b
o
毎
歳
大
晦
日
に
は
此
地

へ
館
熔
あ
り
。
此
腕
入
掘
に
し
て
中
鴎
へ
聾
m
聞
き
也
。

渡
し
あ
り
。
四
町
許
な
り
。
』
と
あ
る
が
、
文
中
の
安

養
寺
と
い
ふ
は
今
存
せ
ぬ
。
山
王
様
現
及
び
住
吉
明

神
は
奈
古
司
祉
に
併
合
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
能
資
誌
に

山
正
櫨
現
を
式
の
美
腕
那
均
古
跡
枇
で
あ
る
と
す
る

設
は
誤
謬
で
あ
る
。

イ
ハ
サ
カ
岩
坂
珠
洲
郡
正
院
郷
に
臆
す
る
部

務
。
能
菅
名
跡
芯
に
、
『
岩
坂
村
近
し
。
=
一
俊
苅
と
て

よ
き
一
白
姓
あ
り
。
』
と
あ
る
。

イ
ハ
ザ
力
シ
ヤ
岩
摂
社
白
山
九
腕
の
小
前
の

一
つ
で
あ
る
が
、
今
腹
絶
し
て
明
ら
か
で
な
い
。
白

山
記
に
は
『
岩
坂
、
宮
尻
-
-
在
v
之
』
と
し
、
大
永
七
年

の
託
宣
記
に
は
『
岩
坂
、
宮
尻
木
戸
J

内
』
と
あ
る
。

白
山
富
班
餓
講
中
記
録
貞
治
二
年
五
万
の
傑
に
宮
尻

，
坂
口
と
鬼
え
る
か
ら
、
そ
れ
を
岩
.
換
と
言
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
宮
尻
は
後
の
白
山
村
で
あ
る
。
式

内
等
笛
枇
記
に
も
、
『
岩
坂
制
位
。
河
内
庄
白
山
富
尻

村
銀
座
。
白
山
九
郎
小
紳
。
手
取
川
決
水
祉
地
流
失
。

祉
殿
腹
絶
。
』
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

イ
ハ
サ
キ
岩
崎
河
北
部
笠
野
郷
に
臨
す
る
部

務。イ
ハ
ザ
キ
ジ
ユ
ア
ン
岩
崎
毎
安
亭
保
十
四
年

御
鎖
箇
と
し
て
召
出
さ
れ
、
二
十
人
扶
持
を
受
け
た

が
、
元
文
元
年
久
保
議
溺
の
養
子
と
な
り
、
寛
保
三

年
そ
の
跡
目
を
制
約
し
た
。

イ
ハ
サ
キ
ジ
ヨ
ウ
岩
崎
誠
能
美
郡
岩
上
に
在

っ
た
。
越
管
賀
三
州
志
に
、
石
一
砲
の
治
形
倫
硲
す
る
。

按
ず
る
に
一
本
に
披
佐
繕
が
あ
っ
て
岩
崎
は
な
い
。

若
し
く
は
是
間
越
か
と
あ
る
。

イ
ハ
ザ
キ
ヤ
ジ
セ
キ
岩
崎
屋
白
石
小
松
の
俳

人
。
雲
左
堂
と
観
し
た
。
遇
稽
は
衣
右
衛
門
。
文
政

志
・
四
用
廿
四
日
入
十
九
践
を
以
て
岡
山
。
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イ
ハ
シ
ミ
ヅ
ハ
チ
マ
ン
グ
ウ
リ
ヨ
ウ
右
潜
水
八

幡
宮
鎖
石
清
水
入
幡
宮
領
に
能
美
郡
能
美
・
長
野
・

一
針
一
二
ゲ
庄
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
文
永
六
年
乃
至
天

文
十
五
年
の
文
書
に
、
能
美
郡
山
上
郷
は
寛
正
二
年

乃
至
天
文
十
五
年
の
文
書
に
、
石
川
郡
商
泉
は
天
文

十
五
年
の
文
書
に
見
え
、
又
鹿
島
都
新
庄
村
ハ
八
幡

新
庄
〉
七
十
依
の
地
を
前
出
利
家
が
寄
議
し
た
・
こ
と

は
、
天
正
十
年
九
周
の
判
醤
が
あ
る
。
後
磁
長
十
一

年
十
周
新
庄
を
鳳
主
部
光
浦
と
交
換
せ
ら
れ
た
。

イ
ハ
セ
ガ
ハ
岩
瀬
川
鳳
笠
郡
東
の
附
廷
に
於

い
て
は
町
野
川
を
岩
瀬
川
と
帯
す
る
。
能
管
名
跡
志

に
、
『
此
防
則
岩
瀬
の
渡
と
て
元
は
あ
り
し
と
也
。
此

の
渡

hvnの
名
所
に
て
、
今
も
川
瀬
に
毎
歳
入
居
十

五
夜
d

に
は
、
目
影
二
偲
移
り
て
、
北
岡
一
の
用
の
名

所
也
。
』
と
見
え
る
。
叉
貞
享
同
来
記
に
同
都
道
下
村

の
北
を
流
れ
る
川
を
石
瀬
川
と
し
、
道
下
を
石
抑
制
湊

と
記
す
る
が
、
何
等
の
鎌
が
な
い
。

イ
ハ
セ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ
右
潮
比
古
紳
枇
(
一
〉

惣
紀

l
鳳
至
郡
東
ハ
部
務
名
)
に
在
る
。
式
内
等
醤
祉

担
に
、
『
石
潮
路
古
跡
枇
式
内
一
位
。
町
野
郷
内
東
村

銀
座
。
都
品
岩
瀬
宮
吋
萄
偲
云
。
東
村
往
古
橋
=
岩
瀬

村
べ
中
古
都
=
荒
橋
村
吋
匙
儒
在
=
岩
瀬
山
↓
後
移
=

鱒
於
岡
村
入
幡
宮
之
枇
地
-
也
。
八
幡
紳
枇
東
村
銀

座
。
別
笛
脱
蹴
=
八
幡
寺
吋
醤
枇
也
。
』
と
あ
り
、
能

m
R
名
跡
志
に
は
、
『
東
村
と
て
小
村
あ
り
。
是
に
岩

瀬
比
古
の
紳
枇
主
給
ふ
。
御
柳
体
八
幡
宮
也
。
座

主
は
入
幡
寺
と
て
東
村
に
提
言
宗
あ
b
。
前
主
は

川
向
徳
成
村
大
樹
氏
な
り
。
云
々
。
祉
は
此
ハ
み
か

ま
き
山
〉
麓
に
在
。
。
音
は
南
部
習
合
の
大
祉
に

て
、
近
郷
の
惣
祉
な
り
し
と
い
へ
ど
も
、
今
は
幽
な

る
小
枇
也
。
』
と
見
え
る
。
按
ず
る
に
八
幡
紳
祉
は
石

瀬
均
古
櫛
祉
の
箆
に
位
地
を
占
め
ら
れ
た
も
の
で
、

今
は
境
内
批
と
な
っ
て
ゐ
る
。
名
跡
志
の
い
ふ
が
如

ha--油
q
t
1
1
1
1
‘l
角

!

〈
、
石
瀬
比
古
跡
祉
の
祭
神
が
入
幡
宮
で
あ
る
の
で

は
な
い
。

ハ
ニ
〉
棟
札
l
石
瀬
陥
古
前
祉
に
現
に
践
す
る
腕
に
八

幡
宮
の
棟
札
が
あ
る
。
竪
六
六
題
、
横
一
八
程
。
表

面
に
『
奉
勤
務
正
入
幡
宮
一
世
一
一
大
恭
平
賀
昨
延
長

一
耐
依
。
康
平
七
歳
六
周
昔
日
。
大
願
主
八
幡
寺
現
住

仁
海
。
大
槌
那
惣
氏
中
。
』
裏
面
に
、
『
紳
功
皇
后
・
臆

拍
仰
天
皇
・
仁
徳
天
皇
。
右
者
大
隅
凶
桑
原
郡
鹿
子
島

紳
枇
従
勤
務
之
所
也
。
奉
崇
入
幡
寺
銀
守
荒
橋
郷
惣

氏
子
。
』
と
あ
っ
て
、
膜
下
現
存
最
古
の
梯
札
で
あ
ら

う
か
と
い
ふ
。
案
ず
る
に
、
鹿
児
島
神
世
よ
り
励
鵡

し
た
正
八
幡
な
ら
ば
彦
火
々
出
見
寧
で
あ
る
筈
で
あ

b
、
且
つ
こ
の
地
は
王
朝
の
待
野
郷
で
、
未
だ
荒
橘

郷
の
名
あ
る
こ
と
を
聞
か
ぬ
。
恐
ら
く
は
後
世
の
偶

作
で
あ
ら
う
。

イ
ハ
ソ
コ
ダ
Z

岩
底
谷
石
川
郡
冬
瓜
山
の
東

方
渓
谷
で
、
そ
の
水
は
蛇
谷
に
入
っ
て
下
涜
尾
海
川

と
な
る
。

イ
ハ
タ

務。

山
富
田

羽
咋
郡
甘
田
保
に
屈
す
る
部

イ
ハ
タ
ウ
ネ
メ
岩
田
朱
女
究
弼
助
は
金
森
法

印
に
仕
へ
た
入
。
来
女
は
前
回
利
長
に
仕
へ
て
千
石

を
受
け
、
子
孫
世
々
務
に
仕
へ
た
。

イ
ハ
タ
ジ
ユ
ウ
ザ
Z

モ
ン
岩
田
+
左
衛
門
機

百
石
を
以
て
初
め
て
加
賀
濯
に
仕
ヘ
、
延
貸
七
年

夜
。
四
代
長
突
に
歪
っ
て
家
系
絶
え
た
。

イ
ハ
タ
チ
ユ
守
山
石
田
紐
誌
は
紙
、
芋
は
伯
綱
、

遺
構
画
期
助
。
幼
に
し
て
神
童
の
名
が
あ
b
、
経
史
兵

徳
算
披
の
醤
博
捗
せ
ざ
る
な
か
っ
た
。
天
保
十
年
明

倫
堂
勾
讃
師
と
な
b
、
弘
化
二
年
制
導
に
進
み
、
尖

来
女
の
後
を
襲
ぎ
て
馬
組
組
に
班
し
、
=
一
年
能
管
の

郡
奉
行
、
六
年
小
松
町
奉
行
策
作
事
奉
行
、
安
政
元

年
曾
腕
奉
行
、
四
年
再
び
能
登
部
奉
行
に
任
じ
、
七

豆
大

用
九
日
四
十
一
践
を
以
て
夜
。
コ
一
州
綴
志
の
箸
が
あ

り
、
最
も
作
詩
を
好
ん
だ
。

イ
ハ
タ
ナ
ガ
ヨ
シ
岩
園
長
美
逝
稽
彦
九
郎
。

貨
は
山
東
抑
制
左
衛
門
の
揚
で
、
岩
田
武
太
夫
長
向
の

後
を
製
ぎ
、
小
松
御
馬
廻
に
毘
し
て
百
石
を
受
け
た

が
、
不
行
紋
を
以
て
親
類
預
と
な
り
、
長
病
人
と
縛

し
て
金
搾
へ
出
で
組
外
に
班
せ
し
め
ら
れ
た
。
明
和

四
年
六
十
五
践
を
以
て
夜
し
、
そ
の
統
絶
え
た
。

イ
ハ
タ
ノ
リ
マ
ザ
岩
田
則
正
大
型
寺
の
入
。

萄
姓
問
中
。
逝
稽
偲
十
郎
。
藩
侯
に
仕
へ
て
功
多
く
、

旅
百
五
十
石
を
賜
は
り
、
叉
南
部
を
能
く
し
て
苅
山

又
は
松
石
堂
と
鋭
し
た
。
明
治
十
二
年
七
刃
六
十
六

践
を
以
て
夜
。

イ
ハ
タ
ξ
ヨ
ウ
ジ
ン
岩
田
明
紳
鳳
京
都
宇
加

川
の
産
土
静
で
、
天
日
鷲
命
を
紀
っ
た
。
今
の
若
宮

八
幡
紳
祉
と
携
す
る
も
の
之
に
常
る
。

イ
ハ
タ
モ
リ
テ
ル
岩
田
盛
照
遁
構
鉄
之
助
・

停
左
衛
門
・
内
政
助
。
停
左
衛
門
脱
裕
の
子
。
織
千

石
。
高
附
町
奉
行
・
新
川
御
郡
奉
行
・
御
作
事
奉
行
等

を
経
て
定
番
顕
に
京
b
、
文
政
八
年
三
用
隠
隠
し
て

三
百
石
を
受
け
た
。
諸
士
系
鮒
に
時
間
昭
に
作
る
も
の

は
恐
ら
く
非
で
あ
ら
う
。

イ
ハ
タ
モ
日
ヒ
ロ
岩
田
盛
弘
沼
穏
縛
左
衛
門
・

勘
右
衛
門
・
内
磁
助
。
究
左
馬
助
は
翻
川
一
盆
に
仕

へ
、
天
正
十
八
年
小
田
原
征
伐
の
際
戦
死
し
た
。
脱

弘
初
め
太
田
長
知
の
家
人
と
な
り
、
慶
長
五
年
前
悶

利
長
の
大
型
寺
・
小
松
役
に
出
陣
し
、
浅
井
畷
で
珠

功
が
あ
っ
た
矯
感
朕
及
び
万
一
髭
・
賞
金
三
枚
を
腸

は
り
、
長
知
能
炊
の
後
十
二
年
利
長
に
召
抱
へ
ら
れ

千
石
を
受
け
た
。
次
い
で
大
坂
役
に
旗
奉
行
と
し
て

従
ひ
、
五
百
石
を
加
腸
せ
ら
れ
た
が
、
元
和
三
年
致

仕
し
て
松
平
下
飽
守
忠
明
文
は
栂
丹
後
守
寵
寄
に
寄

食
し
、
次
い
で
直
寄
の
卒
後
正
保
二
年
前
回
党
高
に


